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　消防大学校における総合教育の主体となる「幹部科」
は、現場経験の少ない若手職員に対する指導力の強化、
切迫する大規模災害等への対応力・指揮能力の向上など、
消防職員幹部としての資質の向上に加え、柔軟な発想や
アイデアの創出・政策立案、人事管理、予算要求、議会
対応や市町村長部局との連携等の行政運営能力を向上さ
せ、消防全体における組織力の底上げを図ること目的に、
年４回実施しています。
　本年度は、昨今の消防行政を取り巻く環境を踏まえ、
以下の授業科目を新設するなど、カリキュラムの一部見
直しを行いました。

　○身体管理
　�　毎年のように現場活動や訓練において身体に起因す
る事故が発生している中で、特に脱水や熱中症の予防
対策について理解を深めるとともに、訓練時や消火活
動時における対策について食事管理も含め、一層推進
することを目的に導入しました。
　○新たなエネルギーへの対応
　�　カーボンニュートラル政策に伴い、脱炭素化を実現
するために普及が見込まれる新たなエネルギー（水素、
アンモニアなどの高圧ガスや蓄電池）の知識を習得し、
消防本部における安全管理について理解することを目
的に導入しました。
　○交通事故防止
　�　交通事故の発生原因や防止対策を習得し、各消防本
部における安全運転管理者等として、交通事故防止教
育や自動車の安全な運行管理を着実に推進することを
目的に導入しました。

　カリキュラムは、入校から２週間は座学を中心とした
講義とし、２週目以降からグループでの討議を取り入れ
た講義やシミュレーション訓練などを実施する構成とし

ました。
　また、本年度も新型コロナウイルス感染防止対策の一
環として、消防大学校への入寮期間を短縮するため、リ
モート講義を実施しています。幹部科に入校した学生は、
入寮前の1週間、所属する消防本部又は自宅において講
義（1日７時間、計５日間35時間）を受講するほか、講
師についても、実情に応じ、勤務先や自宅などからご講
義いただいています。
　学生の体調管理については、入寮する２週間前から毎
日検温を行った上で、教官による体調確認と検温を入校
受付時及び入校後の毎日実施しています。

　教室の感染対策については、講師と学生との距離を十
分確保し、教室内に複数台のサーキュレーターや二酸化
炭素測定器を設置し、十分な換気を行うとともに、休憩
時間には講師が使用したマイクや教壇を学生が主体とな
り消毒を行います。
　寮生活については、外出・外泊の制限はもとより、班
（６名）を越えての飲食の禁止や共同して利用する浴室
の利用に時間制限を設けるなど、様々な感染対策を講じ
たところですが、残念ながら、幹部科第69期と同時期
に入校していた複数の科で、新型コロナウイルス感染症
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　令和４年４月から７月実施分の教育訓練及び卒業（修了）生は、次のとおりです。

問合わせ先
　消防大学校教務部
　TEL: 0422-46-1712

学科・コース名 教育訓練期間 卒業（修了）
者数

幹部科 第69期 6月6日(月)〜7月21日(木) (46日間) 60 名

新任消防長・学校長科 第32期 5月10日(火)〜5月20日(金) (11日間) 36 名

警防科 第110期 6月1日(水)〜7月20日(水) (50日間) 48 名

救助科 第84期 4月12日(火)〜6月3日(金) (53日間) 48 名

危険物科 第17期 6月15日(水)〜7月14日(木) (30日間) 29 名

火災調査科 第42期 6月2日(木)〜7月21日(木) (50日間) 30 名

指揮隊長コース 第27回 4月7日(木)〜4月19日(火) (13日間) 60 名

危機管理・国民保護コース 第12回 4月14日(木)〜4月21日(木) (8日間) 37 名

査察業務マネジメントコース 第5回 5月30日(月)〜6月3日(金) (5日間) 47 名

合　　　　　計 395 名

教育訓練の実施状況
（令和４年４月～７月実施分）

の感染者が数多く発生してしまいました。

　その後、幹部科第69期では、授業の内容や日程を変
更したほか、感染者や濃厚接触者が寮室等においても受
講できるよう、対面とオンラインのハイブリッド形式で
授業を行うなど、最後まで教育訓練をやり遂げるため教
職員が一丸となり柔軟かつ適正に対応したこと、学生に
ついては、今まで以上に制約のある寮生活など厳しい状
況に耐えたことで、一人も欠けること無く、全員無事に
卒業を迎えることができました。

　新型コロナウイルス感染症の流行は、依然として収束
が見通せない状況ですが、更なる感染防止対策を図ると
ともに、今後とも、充実したカリキュラムを提供できる
よう取り組んでまいります。
　また、このような状況だからこそ、幹部科に入校して
学生の絆を強め、協力し合える人間関係を構築していた
だければと思います。今後の各本部等からの入校申請を
お待ちしています。


